
Android の課題を解決する

ソフトウェアプラットフォーム

「Android」は、携帯端末だけでなく、

さまざまな組込み機器への適用が期

待されている。しかし、Androidは

カーネルにLinuxを採用しているた

め、システムの起動時間やリアルタ

イム性、信頼性の面と GNU GPL に

よるライセンス上の制約やサポー

ト、保証の面で課題がある。

イーソルのAndroidソリューショ

ン「eSOL for Android」は、こうし

たAndroidの課題解決を目標に開発

し た も の で あ る。 そ の 構 成 は、

Android のカーネルを Linux 以外の

OS に置き換える適応化ソフトウェ

ア「eSOL Adaptor for Android」と、

Androidシステム開発向けテクニカ

ル サ ー ビ ス「eSOL Professional 

Services for Android」の2つからな

る。 本 稿 で 取 り 上 げ る eT-Kernel 

Adaptor for Android は、eSOL 

Adaptor for Androidの一ラインナッ

プであり、eSOL for Androidのコア

コンポーネントと位置づけている

（→ P.34「『第 1 回 トロン／ユビキ

タス技術研究会』開催」参照）。

T-Kernel/ITRON 資産も使える

eT-Kernel Adaptor for Android は、

Linux をイーソルの T-Kernel 拡張版

「eT-Kernel」に置き換えるためのソ

フトウェアである。これによって、

Linux上で動作するAndroidの標準ラ

イブラリ、ランタイム、アプリケー

ションフレームワーク、アプリケー

ションソフトウェアを、eT-Kernel上

で動作させることができる（図1）。

それにより、ユーザインタフェー

スやウェブブラウザなど豊富なアプ

リケーションとミドルウェアがそ

ろったAndroidのメリットと、リア

ルタイム性能や信頼性に優れたeT-

Kernelのメリットの両方を取り入れ

ることができる。

また、eT-Kernel がベースになる

ので、当然 T-Kernel ／ ITRON ベー

スのソフトウェアも動作できる。

T-Kernel ／ ITRON ユーザは、既存

のソフトウェア資産を流用しなが

ら、Androidのアプリケーションと

ミドルウェアを取り入れて、さらに

魅力的なシステムを効率よく開発で

きるようになる。

ひとつのシステム内でも、リッチ

な GUI が必要なユーザアプリケー

ションや、リアルタイム制御が必須

のアプリケーション、信頼性が必須

のカーネルアプリケーションなどが

混在することはよくある。そのよう

なときも、マルチメディア機能は

Androidアプリケーション、リアル

タ イ ム 性 や 信 頼 性 が 必 要 な ら ば

T-Kernelアプリケーションとして実

装することで、個々の機能と性能を

最適化したシステムを構築できる。

「あかつき」と「IKAROS」に
採用されたeT-Kernelの信頼性

こ こ で 使 用 す る eT-Kernel は、

T-Kernelをベースにイーソルが独自

に拡張と改良を施したリアルタイム

OS である。宇宙航空研究開発機構

（JAXA）が2010年5月21日に打ち

上げた金星探査機「あかつき」と小

型 ソ ー ラ ー 電 力 セ イ ル 実 証 機

「IKAROS（イカロス）」に採用され

ている（→ P.10「打ち上げ成功！

金星探査機『あかつき』」参照）ほか、

カーナビやコンシューマ機器などさ

まざまな分野で採用実績があり、信

頼性が実証されている。

eT-Kernel は、メモリ保護機能や

マルチコアシステム向けのイーソル

独自のシステム保護技術を搭載して

いるため、Android の Linux カーネ

ルをこの eT-Kernel に置き換えるこ

とで、Androidシステムのさらなる

信頼性を確保できる。

またLinuxとは異なり、ソースコー

ド開示の義務はもちろん課さない。

製品メンテナンスやサポートに加

え、カスタマイズやポーティングな

どを含むプロフェッショナルサービ

スはイーソルが責任を持って行う。

eT-Kernel 上のソフトウェア開発

向けには、開発ツール「eBinder」

を 用 意 し て い る。 一 方、Android

のアプリケーションフレームワー

ク層以上は完全に互換性を持つた

め、Android の SDK を そ の ま ま 利

用できる。

3 種類のアプリが共存できる

eT-Kernel は、 表 1 に 示 す 4 つ の

プロファイルによるスケーラブルな

構成をとっている。

最上位プロファイルである eT-

Kernel/POSIX は、UNIX 系 OS ベー

スのソフトウェア資産の容易な再

利用を目標に設計・開発された注 1）。

Linux は UNIX 系 OS で あ る た め、

eT-Kernel/POSIXとAndroidは高い

親 和 性 を 持 つ。eT-Kernel/POSIX

上では POSIX アプリケーションと

μ ITRON/T-Kernel ベースのリアル

タイムアプリケーションを、1 つの

システム内に共存させることがで

きる。さらに Android を組み合わ

せ る こ と で、Java ベ ー ス の

Android アプリケーションと合わ

せて 3 種類のアプリケーションを

混在させられる。

マルチコア対応も

高機能・高性能な Android シス

テムは、必然的に高い CPU パワー

を要するため、マルチコアプロセッ

サを選択することが多いだろう。

そ の よ う な 用 途 に は「eT-Kernel 

Multi-Core Edition」を用意してい

る。これを使うと、1 つのシステム

内で SMP 型と AMP 型が混ざった複

数個のプログラムを混在させるこ

とができるため、柔軟なソフトウェ

アデザインが可能になり、マルチ

コアプロセッサの利点を最大限に

引き出せる。

さらにマルチコアシステムのシス

テ ム 保 護 機 能「eT-Kernel Multi-

Core Edition Memory Partitioning」

により、さまざまな信頼性レベルを

持つアプリケーションが混在する

Androidシステムにおいても、それ

ぞれのアプリケーションやカーネル

のメモリ破壊を予防し、高い信頼性

が確保できる。

Androidの適用範囲を拡大し、ク

ラウドコンピューティングを利用す

る情報家電や、車載機器、マルチメ

ディア機器、業務用機器など、高い

性能と信頼性を必要とする組込みシ

ステムに Android を利用するため

に 、「 e T- K e r n e l  A d a p t o r  f o r 

Android」をぜひ活用していただき

たい。
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表 1　eT-Kernel の 4 つのプロファイル

eT-Kernel/POSIX POSIX 仕様準拠リアルタイム OS

eT-Kernel/Extended メモリ保護／プロセスモデル対応の大規模システムに適したリアルタイ
ム OS

eT-Kernel/Standard eT-Kernel/Compact に各種デバイスドライバが付属したリアルタイム
OS

eT-Kernel/Compact コンパクトでリアルタイム性の高いリアルタイム OS

注 1）関連記事：本誌 VOL.123「eT-Kernel/POSIX の本格性」図 1　eT-Kernel Adaptor for Android を使った Android システムのブロック図
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